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回
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新
庁
舎
等
関
連
の

�

一
般
質
問
相
次
ぐ
！

～まちを創る決意を新たに～
御嵩町の課題について、議員全員で意見を出し合い、

議論を重ねながら方向性を探る。それぞれ意見の違いはあっても、
この町を思う気持ちは同じです。

　折からの北風に身を引き締めながら、町の将来に向けて
最良の結論を導き出すことを議員全員で決意しました。

1月21日 御嵩城址公園にて

いっぺん見てみてみたけ



第４回 定例会  12月3日～10日

■令和３年度補正予算などの議案８件を審議・採決
■７議員が町政について質問

第１日目（12月3日）

◆議長報告（４件）　◆各議案の上程、提案理由の説明（８件）

第２日目（12月7日）

◆一般質問（７議員）

第３日目（12月10日）

◆議案の審議・採決（８件）

補
正
予
算

一
般
会
計
の
歳
入
で
は
、
土
地
開

発
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
、
新
庁
舎

等
建
設
用
地
購
入
に
係
る
地
方
債
の

計
上
、
ふ
る
さ
と
み
た
け
応
援
寄
附

金
の
増
額
、「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
」
に
係
る
国
庫
負
担

金
の
増
額
な
ど
で
す
。
歳
出
で
は
、

土
地
開
発
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
分

を
庁
舎
整
備
基
金
に
積
み
立
て
、
新

庁
舎
等
建
設
用
地
購
入
費
、「
子
育

て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
」
事

業
費
な
ど
に
よ
る
増
額
が
主
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計
は
、
保
険
給

付
費
の
増
額
に
よ
る
補
正
で
す
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算

会　　計 補正額 補正後の総額

一般会計補正予算（第７号） 4億452万7千円の増 90億6,229万6千円

一般会計補正予算（第８号） 1億7,534万7千円の増 92億3,764万3千円

介護保険特別会計補正予算（第２号）
（保険事業勘定） 1,315万2千円の増 19億318万円
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報
　
　
告

条
例
（
主
な
も
の
）

そ
の
他

●
伏
見
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
の

早
期
実
現
を
求
め
る
嘆
願
書

●
障
害
職
場
の
一
人
夜
勤
を
な
く
し
、

常
時
複
数
配
置
が
で
き
る
基
準
に

す
る
よ
う
国
に
対
し
意
見
書
提
出

を
求
め
る
陳
情

●
定
例
監
査
実
施
報
告
書

●
例
月
現
金
出
納
検
査
の
結
果
に
つ

い
て
（
令
和
3
年
8
月
分
か
ら
10

月
分
ま
で
）

議
長
報
告

土
地
開
発
基
金
を
廃
止
す
る
も
の

健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
よ

る
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
内
訳

の
見
直
し
を
行
う
も
の

御
嵩
町
基
金
条
例
の
改
正

御
嵩
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
改
正

町
有
林
の
適
正
な
管
理
お
よ
び
森

林
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
次
期

森
林
経
営
信
託
地
の
不
動
産
を
信
託

す
る
も
の

・
受
託
者　
可
茂
森
林
組
合

・
信
託
期
間　
令
和
4
年
4
月
1
日

か
ら
令
和
14
年
3
月
31
日
ま
で

中
保
育
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定

す
る
も
の

・
指
定
管
理
者　
学
校
法
人　
杉
山

第
三
学
園

・
指
定
期
間　
令
和
4
年
4
月
1
日

か
ら
令
和
5
年
3
月
31
日
ま
で

不
動
産
の
信
託

指
定
管
理
者
の
指
定

審 結議 果
議案番号 事　　　　件　　　　名 結果

議案第51号 令和３年度御嵩町一般会計補正予算（第７号）について 原案可決

議案第52号 令和３年度御嵩町介護保険特別会計補正予算（第２号）について 原案可決

議案第53号 御嵩町基金条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第54号
御嵩町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例の制定について

原案可決

議案第55号 御嵩町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第56号 不動産の信託について 原案可決

議案第57号 指定管理者の指定について 原案可決

議案第58号 令和３年度御嵩町一般会計補正予算（第８号）について 原案可決

みたけ議会のたより  （令和4年3月1日号）
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【表示記号】
賛否状況：○…賛成
　　　　　×…反対
　　　　　欠…欠席
　　　　　－…議長のため採決に加わらない
議決結果：◎…可決
　　　　　●…否決

議　　　員　　　名

議
決
結
果

高
　
山
　
由
　
行

清
　
水
　
亮
　
太

福
　
井
　
俊
　
雄

奥
　
村
　
　
　
悟

安
　
藤
　
信
　
治

伏
　
屋
　
光
　
幸

安
　
藤
　
雅
　
子

山
　
田
　
儀
　
雄

大
　
沢
　
ま
り
子

岡
　
本
　
隆
　
子

谷
　
口
　
鈴
　
男

議案第51号 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × ◎

議案第52号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

議案第53号 ○ ○ × ○ ○ × × ○ ○ × × ◎

議案第54号～第58号 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

※議案第51号、議案第53号は賛成者と反対者が同数により、議長裁決

●「議案第53号　御嵩町基金条例の一部を改正する条例の制定について」の討論の要旨

　　　　　谷口　鈴男　議員
土地開発基金を今回の庁舎移転に関する用地取得に充当することに異論はないが、正式な売買契約後、
必要な時に基金を取り崩せば十分と考える。今はその段階ではない。また、土地開発基金を残せば新庁
舎用地以外の目的でも有用性があると考える。

　　　　　安藤　信治　議員
土地開発基金は、土地を先行取得する場合に有利だということで存在していたものであり、現在は

もう必要ない時期になっていると考える。最近はほとんど使っていなかったこともあるので、土地開発
基金の廃止には賛成。

　　　　　岡本　隆子　議員
もっとも重要な課題として新庁舎整備に使うということであるが、新庁舎のほかにも中保育園、中

児童館といった課題もあるので、今は土地開発基金を一般財源化する必要はないと思う。

　　　　　奥村　　悟　議員
土地開発基金は、近年の地価の下落により、用地の先行取得のメリットが大変薄れている。先ほど

審議した補正予算で、新庁舎の建設用地購入費と土地開発基金の積立金全額繰り入れを認めたので、土
地開発基金の廃止の条例に賛成する。

　　　　　福井　俊雄　議員
今の状況は全て庁舎関連を最優先に進んでいるようにみえる。土地開発基金の繰り入れ先も全て新

庁舎整備基金としているが、他施設も老朽化している状況なので、新庁舎整備基金ではなく財政調整基
金へ繰り入れた方がよいと考える。

　　　　　清水　亮太　議員
先ほど補正予算を可決したので、なぜ議論を差し戻す話をするのか理解できない。そして、基金は

活用するためにあるのであって、寝かせておくためにあるのではない。今必要なのは新庁舎の基金、そ
こに積み足すのに異存はない。

反　対

賛　成

反　対

賛　成

反　対

賛　成
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一 般 質 問 と は ？
皆さんの生活にかかわる大切な内容につい
て、議員が町に対して質問を行います。今回
の一般質問であなたの生活にかかわる内容は
ありますか？

谷口　鈴男　議員  ………………… ６ページ
〇新庁舎等建設計画について

清水　亮太　議員  ………………… ６ページ
○ ICT を活用した教育について

福井　俊雄　議員  ………………… ７ページ
○新庁舎等建設計画の財政・建設計画の見

直しについて

伏屋　光幸　議員  ………………… ７ページ
○伏見小学校校舎大規模改造の早期実現に

ついて

奥村　悟　議員  …………………… ８ページ
○伏見小学校校舎大規模改造について
○ゴミ出し困難な高齢者への支援について

岡本　隆子　議員  ………………… ９ページ
○リニア要対策土受け入れ 町民の不安と

疑問への対応は
○町の重要施策について 町民に情報は伝

わっているか

大沢　まり子　議員  …………… 10 ページ
○地域猫活動への支援について

きいてみたいな、
こんなこと

一 般 質 問

内容について
掲載してある質問、答弁は要約となっております。

会議録は町ホームページや議会事務局で閲覧できま
す。また、一般質問の内容について、議員本人に直
接連絡がつかない場合は議会事務局を通じて連絡す
ることもできますのでお知らせください。

みたけ議会のたより  （令和4年3月1日号）
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新
庁
舎
等
建
設
を
進
め
て
い
く

に
あ
た
り
、
財
政
的
な
こ
と
を
含
め

て
慎
重
に
判
断
す
る
。
民
意
を
問
う
。

今
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
な
お
し

て
は
ど
う
か
。

①
御
嵩
町
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め

る
条
例
改
正
の
予
定
は
。

②
御
嵩
町
役
場
新
庁
舎
等
建
設
の
是

非
を
住
民
投
票
に
よ
り
問
う
考
え
は
。

　
　

�

【
総
務
部
長
】

①
新
庁
舎
の
位
置
変
更
条
例
の
制
定

時
期
に
つ
い
て
は
、
実
例
判
例
集
に

「
い
ず
れ
で
も
差
し
支
え
な
い
が
、

建
築
に
必
要
な
財
源
に
つ
い
て
適
確

な
見
込
み
が
た
た
な
い
時
期
に
制
定

す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
新
庁
舎

の
建
築
予
算
の
議
決
が
最
も
重
要
で

あ
り
、
そ
の
後
で
あ
れ
ば
建
築
着
工

前
で
も
着
工
後
の
移
転
前
で
も
問
題

が
無
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

�

【
町
長
】

①
事
務
所
の
位
置
条
例
改
正
に
つ
い

て
は
、
用
地
取
得
、
敷
地
の
造
成
後
、

建
築
の
着
工
直
前
く
ら
い
が
望
ま
し

い
と
考
え
て
い
る
。

②
住
民
投
票
に
つ
い
て
は
、
間
接
民

主
制
を
重
ん
じ
、
議
会
が
特
別
委
員

会
な
ど
を
通
じ
て
検
討
し
、
一
つ
ず

つ
積
み
上
げ
て
い
た
だ
い
た
も
の
を

大
切
に
す
る
観
点
か
ら
、
現
段
階
で

は
考
え
て
い
な
い
。
心
配
や
疑
問
の

声
に
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
出
し
て
い

る
の
か
を
確
認
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問答

答

　
　
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の

現
状
は
。

②
教
職
員
の
研
修
状
況
は
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
課
題

と
対
策
は
。

④
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
将
来

像
は
。

⑤
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
取
り

組
み
は
。

　
　

�

【
教
育
長
】

①
一
人
一
台
端
末
と
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
、
貸
出
ル
ー
タ
ー
を
整
備
し
、

ク
ラ
ウ
ド
活
用
で
必
要
な
ソ
フ
ト
を

多
数
取
り
入
れ
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果

的
な
活
用
に
つ
い
て
実
践
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

②
各
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
派
遣
し
、

各
種
ソ
フ
ト
の
活
用
方
法
を
研
修
。

各
校
の
推
進
教
師
に
よ
る
研
修
も
計

画
的
に
進
め
て
い
る
。

③
目
の
健
康
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

の
通
信
環
境
の
強
化
や
個
人
情
報
へ

の
配
慮
、
い
じ
め
や
差
別
の
原
因
に

つ
な
が
る
使
用
。
等
々
に
つ
い
て
対

策
を
進
め
て
い
る
。

④
文
房
具
と
し
て
の
活
用
と
授
業
改

善
。
学
習
履
歴
な
ど
を
活
用
し
た
個

別
最
適
な
学
び
の
充
実
。
遠
隔
授
業

な
ど
の
挑
戦
。
不
登
校
児
童
生
徒
、

障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
、
日
本
語

指
導
が
必
要
な
児
童
生
徒
な
ど
を
支

援
す
る
た
め
の
工
夫
活
用
。

⑤
各
校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と

ら
え
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
情
報
モ

ラ
ル
教
育
に
努
め
て
い
る
。

問答

新
庁
舎
等
建
設
計
画
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
に

つ
い
て

タブレットで勉強中 !!

谷口鈴男　議員

清水亮太　議員
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①
新
庁
舎
等
建
設
や
伏
見
小
学

校
大
規
模
改
造
に
想
定
さ
れ
る
事
業

費
の
金
額
は
。

②
新
庁
舎
等
完
成
後
に
、
健
全
な
行

財
政
が
運
営
さ
れ
る
見
通
し
は
。

③
建
設
計
画
の
見
直
し
と
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
考
え
は
。

　
　

�

【
町
長
】

①
②
令
和
４
年
２
月
頃
に
は
さ
ら
に

詳
し
い
事
業
費
が
出
て
く
る
。
そ
の

時
点
で
一
般
の
方
に
も
わ
か
り
や
す

い
よ
う
な
グ
ラ
フ
な
ど
を
用
い
た
財

政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
出
す
予
定

で
あ
る
。

現
段
階
で
は
、
埋
め
立
て
に
必
要

と
な
る
土
の
購
入
費
を
６
億
円
、
伏

見
小
学
校
の
大
規
模
改
造
の
事
業
費

を
12
億
円
と
想
定
し
て
総
事
業
費
に

計
上
し
、
試
算
を
行
っ
て
い
る
。
そ

の
試
算
で
は
、
本
町
が
責
任
を
も
っ

て
返
済
す
る
べ
き
借
金
の
額
は
30
年

間
程
、
毎
年
約
１
億
円
程
度
と
な
っ

て
い
る
。
現
在
、
庁
舎
建
設
用
の
基

金
に
積
み
増
し
て
い
る
平
均
額
は
概

ね
１
億
５
千
万
円
で
あ
り
、
十
分
返

済
で
き
る
額
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

将
来
に
返
済
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
大

き
な
負
担
を
残
す
計
画
で
は
な
い
こ

と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
よ
っ

て
財
政
問
題
は
生
じ
な
い
と
考
え
て

い
る
。

③
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
。

問答

　
　
①
令
和
４
年
度
新
入
学
児
童
保

護
者
説
明
会
の
際
に
、
学
校
が
「
こ

の
子
た
ち
が
６
年
生
の
４
月
に
新
し

い
校
舎
に
入
れ
ま
す
」
と
言
っ
た
が
、

こ
れ
は
教
育
委
員
会
か
ら
の
指
示
か
。

②
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
・
運
営
委
員
会

の
会
議
の
席
で
、
大
規
模
改
造
に
つ

い
て
、
令
和
４
年
に
着
工
、
令
和
６

年
４
月
に
は
新
校
舎
に
入
れ
る
と
説

明
し
た
か
。

③
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役
員
・
運
営
委
員
会

役
員
で
新
た
な
署
名
活
動
を
す
る
動

き
は
あ
る
か
。

④
嘆
願
書
を
渡
す
際
、
文
書
で
の
回

答
を
お
願
い
し
た
が
、
そ
の
回
答
は
。

　
　

�

【
教
育
長
】

①
９
月
30
日
の
就
学
時
建
康
診
断
は
、

緊
急
事
態
宣
言
中
の
緊
迫
し
た
状
況

の
中
で
の
実
施
で
あ
っ
た
の
で
、
主

催
者
と
し
て
教
育
長
が
ご
協
力
の
お

礼
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
教
頭
先
生

が
学
校
規
模
や
学
校
沿
革
、
現
在
の

実
態
な
ど
を
よ
く
ま
と
め
て
話
さ
れ

た
。
質
問
の
件
は
、
議
員
が
事
前
に

話
さ
れ
た
内
容
を
考
慮
し
た
も
の
で

あ
る
。

②
教
育
長
と
教
育
参
事
が
参
加
し
、

要
望
に
よ
り
行
政
懇
談
会
の
内
容
や

教
室
配
置
な
ど
を
説
明
し
た
。
し
か

し
、
新
庁
舎
等
建
設
の
手
続
き
が
遅

れ
、
事
業
費
が
確
定
せ
ず
、
財
政
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
立
て
ら
れ
ず
、

全
体
進
行
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
っ
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

③
学
校
運
営
委
員
会
か
ら
、「
教
育

長
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
嘆
願
書
は

時
期
尚
早
で
あ
る
と
判
断
し
、
機
が

熟
せ
ば
す
る
こ
と
に
な
る
。」
と
報

告
を
受
け
た
。

④
議
員
が
３
名
も
同
席
さ
れ
、
議
事

録
は
取
っ
て
い
る
は
ず
。
回
答
と
し

て
は
、
大
変
重
み
の
あ
る
も
の
を
受

け
取
り
ま
し
た
と
い
う
対
応
が
全
て

で
あ
る
。

問答

福井俊雄　議員

伏屋光幸　議員

新
庁
舎
等
建
設
計
画
の
財
政
・
建

設
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

伏
見
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
の

早
期
実
現
に
つ
い
て

みたけ議会のたより  （令和4年3月1日号）
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高
齢
化
や
核
家
族
化
に
伴
い
、

自
力
で
ご
み
を
出
せ
な
く
な
っ
た
世

帯
が
増
え
て
い
る
。
家
庭
か
ら
出
る

ご
み
を
排
出
す
る
こ
と
や
、
大
型
ご

み
を
家
の
中
か
ら
運
び
出
す
こ
と
が

困
難
な
方
で
、
親
族
や
近
隣
住
民
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
支
援
が

受
け
ら
れ
な
い
世
帯
が
あ
る
。
高
齢

者
や
障
が
い
者
に
対
し
、
個
別
に
訪

問
し
、
安
否
を
確
認
し
な
が
ら
ご
み

を
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
の

排
出
に
係
る
負
担
を
軽
減
し
日
常
生

活
を
支
援
す
る
制
度
を
確
立
で
き
な

い
か
。

　
　

�

【
民
生
部
長
】

介
護
保
険
制
度
の
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
で
、
ご
み
出
し
支
援
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
介
護
認
定
を
受

け
て
い
な
い
方
で
支
援
が
必
要
な
方

へ
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
行
う

「
ち
ょ
こ
っ
と
支
え
合
い
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」
や
「
ご
み
出
し
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
」
に
よ
る
も
の
、
町
が

行
う
「
高
齢
者
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事

業
」
の
ほ
か
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
「
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
」

で
も
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
町
と
し
て
現
在
、
高
齢
者
の
活

躍
の
場
を
広
げ
る
「
訪
問
型
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
」
の
事
業
を
検
討
し
て

い
る
。
高
齢
者
の
方
は
支
え
ら
れ
る

だ
け
の
存
在
で
は
な
く
、
地
域
を
支

え
て
い
く
大
切
な
人
材
で
あ
り
、
そ

の
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
て
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
専

門
職
と
連
携

し
、
住
民
同

士
が
支
え
あ

う
社
会
を
進

め
て
い
る
。

問答

　
　
伏
見
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

早
期
実
現
を
求
め
る
嘆
願
書
を
3
，

4
2
7
名
の
賛
同
署
名
を
持
っ
て
、

町
長
が
判
断
さ
れ
る
前
に
、
署
名
者

の
思
い
を
分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
く

提
出
し
た
が
、
そ
の
思
い
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、
行
政
懇

談
会
伏
見
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造

の
説
明
が
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な
り
、

そ
れ
以
降
、
町
民
へ
の
説
明
が
な
い
。

町
長
自
ら
丁
寧
な
説
明
を
行
う
べ
き

と
思
う
が
如
何
に
。

　
　

�

【
町
長
】

伏
見
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
耐
震

化
さ
れ
て
い
な
い
庁
舎
、
中
保
育
園
、

中
児
童
館
の
整
備
後
、
大
規
模
改
造

を
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
こ
と
は
こ

れ
ま
で
答
弁
し
て
き
た
と
お
り
で
あ

る
。
や
ら
な
い
と
は
決
し
て
言
っ
て

い
な
い
。
署
名
が
あ
っ
て
も
な
く
て

も
や
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。

た
だ
、
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
危
険

な
施
設
が
先
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
伏
見
小
学
校
の
大
規
模
改

造
の
ス
タ
ー
ト
は
、
庁
舎
等
整
備
に

か
か
る
事
業
費
と
あ
わ
せ
た
全
体
の

財
政
計
画
を
検
証
し
て
か
ら
で
あ
る

こ
と
も
何
度
も
説
明
し
て
い
る
と
お

り
で
あ
る
。
正
確
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

な
お
、
全
体
の
財
政
計
画
の
検
証

が
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

庁
舎
等
整
備
事
業
の
法
令
手
続
き
に

か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ

き
た
い
。
以
前
か

ら
申
し
上
げ
て
い

る
よ
う
に
、
数
字

が
確
認
で
き
た
ら

伏
見
小
学
校
も
同

時
に
Go
サ
イ
ン
を

出
し
ま
す
。

問答

奥村悟　議員

伏
見
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
に

つ
い
て

ご
み
出
し
困
難
な
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

地域に設置のごみ集積所

大規模改造がまたれる伏見小学校

みたけ議会のたより （令和4年3月1日号）
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町
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
重

要
施
策
に
つ
い
て
町
民
に
情
報
が
十

分
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
が
、

定
期
的
な
記
者
会
見
を
開
催
し
た
ら

ど
う
か
。

　
　

�

【
町
長
】

以
前
は
記
者
会
見
を
定
期
的
に
開

催
し
て
い
た
が
、
記
者
が
来
な
い
こ

と
も
多
く
な
り
、
意
味
が
な
く
な
っ

た
と
い
う
経
験
を
し
た
。

現
在
は
、
何
か
の
事
案
が
生
じ
れ

ば
、
悪
い
こ
と
だ
っ
た
と
し
て
も
必

ず
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
す
る
よ
う
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
今
回
も
９
月
議

会
の
一
般
質
問
後
に
行
っ
た
記
者
会

見
の
よ
う
な
形
で
記
者
か
ら
の
取
材

に
丁
寧
に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

今
後
は
、
記
者
の
皆
さ
ん
が
心
配

し
て
か
け
つ
け
る
よ
う
な
局
面
の
な

い
穏
や
か
な
町
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
つ
つ
、
何
か
の
事
案
が
生
じ
た
際

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
つ
い
て
は
確

実
に
継
続
し
て
い
く
。

問答

　
　
①
要
対
策
土
を
受
け
入
れ
る
根

拠
と
な
っ
た
専
門
家
の
科
学
的
見
解

は
。

②
地
域
住
民
か
ら
の
不
安
や
疑
問
の

声
を
聞
く
前
に
受
け
入
れ
を
表
明
し

た
の
は
な
ぜ
か
。

　
　

�

【
町
長
】

①
今
後
、
専
門
家
の
方
か
ら
意
見
を

聞
け
る
よ
う
な
組
織
を
作
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。
専
門
家
の
意
見
や

ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
は
多

く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
た
い
。

②
可
児
川
の
南
側
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
ゴ
ル
フ
場
、
工
業
団
地
な
ど

を
作
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ

東
海
の
、
希
少
種
を
傷
つ
け
な
い
よ

う
な
開
発
を
目
指
す
姿
勢
は
確
認
で

き
て
お
り
、
今
後
、
専
門
家
の
方
の

意
見
も
聞
い
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
①
な
ぜ
1
8
0
度
方
向

転
換
し
た
の
か
。
町
民
に
説
明
す
べ

き
で
は
。

②
町
長
に
反
対
の
声
が
聞
こ
え
て
こ

な
い
と
言
わ
れ
る
が
、
町
民
に
は
反

対
と
言
え
る
情
報
が
な
か
っ
た
。
情

報
発
信
が
な
か
っ
た
せ
い
で
は
な
い

の
か
。

③
町
長
は
Ｊ
Ｒ
に
受
け
入
れ
て
く
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
な
ら
探
し
て
く
だ

さ
い
と
言
う
と
説
明
さ
れ
た
が
、
見

解
は
。

　
　

�

【
町
長
】

再
質
問
①
②
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
人

を
集
め
て
の
説
明
会
が
難
し
く
、
情

報
発
信
が
不
足
し
た
か
と
は
思
う
が
、

隠
す
こ
と
も
し
て
い
な
い
こ
と
は
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
行
政
は
、
情
報
が
な
か
な

問答

再
質
問

答

か
受
け
取
っ
て
も
ら
え
な
い
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
悩
み
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問
③
要
対
策
土
の
受
入
れ
先
が

他
に
あ
れ
ば
、
持
ち
出
し
を
す
る
よ

う
に
提
案
は
続
け
て
い
く
。
ま
た
、

要
対
策
土
を
安
全
土
に
変
え
る
技
術

の
研
究
も
依
頼
し
て
い
る
。

リ
ニ
ア
要
対
策
土
受
け
入
れ

町
民
の
不
安
と
疑
問
へ
の
対
応
は

町
の
重
要
施
策
に
つ
い
て

町
民
に
情
報
は
伝
わ
っ
て
い
る
か

岡本隆子　議員

みたけ議会のたより  （令和4年3月1日号）
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①
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
苦
情

に
対
す
る
担
当
課
の
対
応
は
。

②
対
応
策
へ
の
見
解
は
。

③「
さ
く
ら
猫
不
妊
手
術
の
行
政
枠
」

に
対
す
る
見
解
は
。

　
　

�

【
民
生
部
長
】

①
ふ
ん
・
尿
、
鳴
き
声
、
庭
や
ご

み
を
荒
ら
す
な
ど
住
民
の
方
か
ら
苦

情
の
あ
っ
た
現
地
の
状
況
確
認
を
行

い
、
可
茂
保
健
所
と
連
携
を
し
て
、

所
有
者
の
有
無
や
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
へ
餌
を
与
え
る
方
の
有
無
な
ど

調
査
し
指
導
や
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

負
傷
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
可
茂
保

健
所
が
引
き
取
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

②
③
引
き
続
き
、
餌
を
与
え
な
い

こ
と
、
食
べ
物
と
な
る
ご
み
な
ど
を

散
乱
さ
せ
な
い
よ
う
清
掃
管
理
を
行

う
こ
と
な
ど
お
願
い
し
、
飼
い
主
の

方
へ
は
室
内
で
の
飼
育
と
不
妊
去
勢

手
術
の
勧
奨
を
行
っ
て
い
く
。
そ
の

う
え
で
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
問

題
を
不
妊
去
勢
手
術
に
よ
っ
て
解
決

を
し
よ
う
と
す
る
無
料
不
妊
手
術
チ

ケ
ッ
ト
を
配
布
す
る
「
公
益
財
団
法

人
ど
う
ぶ
つ
基
金
」
が
実
施
す
る
不

妊
手
術
奨
励
事
業
を
利
用
し
て
い
る

可
児
市
の
事
例
を
参
考
に
、
猫
の
捕

獲
や
搬
送
な
ど
を
担
う
団
体
や
課
題

を
調
査
し
て
い
く
。

問答

審 結議 果
議案番号 事　　件　　名 結果

承認第１号
専決処分の承認を求めることについて
（令和３年度御嵩町一般会計補正予算（第９号））
1億4,144万7千円の増額：総額93億7,909万円

原案承認

議案第１号 令和３年度御嵩町一般会計補正予算（第10号）について
2億220万6千円の増額：総額95億8,129万6千円 原案可決

第1回 臨時会　令和4年1月21日

第１回臨時会において、一般会計補正予算を審議・採決をしました。

大沢まり子　議員

地
域
猫
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て不妊手術のあと

耳をＶ字にカットした「さくら猫」

みたけ議会のたより （令和4年3月1日号）
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（11月～1月）議

お知らせ

本会議	
議案などを審議し、議会の最終

的な意思を決定する、全議員で構
成する会議です。議長が議事を進
行します。
一般質問	

議員が、定例会本会議において、
議案に関係なく広く行政全般にわ
たって、執行部の報告、説明、初
診の表明を求め、疑問点をただす
ことです。
委員会	

議会の内部審査・調査機関とし
ての（常任・議会運営・特別）委
員会があります。
審議	

議案などについて説明を聞き、
質疑し、討論をし、表決をする一
連の流れのことです。

ご希望の方は、議会当日、議会事務局受付（役場２階）で住所、
氏名などを所定の用紙に記入後、傍聴券をお受け取りください。
　　　　感染症予防のため、マスクの着用、手指の消毒をお願いします。
また、発熱、せき、くしゃみ、のどの痛みなどの症状がある場合は、
傍聴をご遠慮ください。（受付時の検温にご協力ください。）

お願い 一般質問の模様が生中継（場
合によっては録画放送）されま
す。ぜひ、ご覧ください。

月　日 曜日 会議 内　容

3月	 3日 木 本会議
会期の決定、町長の施政方針
の発表、諸般の報告、議案の
上程及び提案理由の説明

9日	 水 本会議 一般質問及び施政方針に対す
る質問

10日	 木 本会議 一般質問及び施政方針に対す
る質問、議案の委員会付託

14日	 月 委員会 付託事件の審査（民生文教）
16日	 水 委員会 付託事件の審査（総務建設産業）

18日	 金 本会議
議案の審議及び採決、付託事
件の審査結果報告並びに審議
及び採決

議会を傍聴しませんか

次回
令和４年
第１回定例会（予定）
３月３日㈭から３月18日㈮

※日程は都合により変更となる場合があります。
※審議内容などは町ホームページに掲載します。

議会を傍聴するには？？ 一般質問はケーブルテレビ
可児でご覧いただけます

11月
  1日 議会報編集委員会
  2日 地方自治連絡協議会
10日 議員研修会
12日 議会運営委員会

新庁舎等建設特別委員会
15日 議会報編集委員会
17日 可茂町村議会議長会
24日 第４回臨時会

議会運営委員会
総務建設産業常任委員会協議会

25日 民生文教常任委員会協議会
26日 多治見法人会面談
30日 全員協議会

議会運営委員会
議会活性化研究会

12月
  2日 岐阜県町村議会議長会臨時総会・第3回評議員会
  3日 第4回定例会（初日）
  7日 第4回定例会（一般質問）

議会活性化研究会
10日 議会運営委員会

第4回定例会（最終日）
議会報編集委員会

16日 議員勉強会
18日 新丸山ダム本体工事建設起工式

中部国際医療センター竣工記念式典
20日 東京陳情
22日 第2回可児川防災ため池組合議会

第2回可茂地域一部事務組合議会定例会
24日 名鉄広見線活性化協議会

27日 森林経営信託契約締結報告式
年末夜警激励

28日 仕事納めの式
１月

  4日 仕事始めの式
  5日 ケーブルテレビ可児面談
  6日 議会報編集委員会
10日 可児青年会議所新年式典
11日 議会活性化研究会
18日 全員協議会

議会運営委員会
19日 議会報編集委員会
21日 第1回臨時会
25日 地方財政対策説明会
28日 議会運営委員会

全員協議会

会 日 誌

みたけ議会のたより  （令和4年3月1日号）
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一
般
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問



T
O

P
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議
会
活
動

ご
案
内
は
ミ
ー
モ
く
ん
で
し
た
。

次
号
は
６
月
１
日
発
行
（
第
１
回
定
例
会
）

予
定
で
す
。
ま
た
見
て
く
だ
さ
い
ね
。

■令和4年3月1日　■編集／議会報編集委員会　■発行／御嵩町議会　■岐阜県可児郡御嵩町御嵩1239−1　☎0574−67−2111
【ホームページURL】https://www.town.mitake.lg.jp/　【メールアドレス】gikai@town.mitake.lg.jp

11
月
10
日（
水
）、
一
般
社
団
法
人

D
o it yourself

の
東
善
朗
さ
ん

を
講
師
に
、
地
域
の
課
題
へ
の
対
応

を
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
体
感
す
る
と
い

う
、
新
し
い
視
点
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

研
修
も
ゲ
ー
ム
で
⁈

今
年
も
議
会
は
新
庁
舎
、

リ
ニ
ア
、
名
鉄
広
見
線
な
ど
、

町
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
を

審
議
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
人
の
集

ま
り
も
少
な
く
な
り
、
町
の

情
報
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え
す

る
機
会
も
、
ご
意
見
を
う
か

が
う
機
会
も
減
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
選
ん
で
い
た
だ

い
た
議
員
と
し
て
、
町
民
の

声
を
よ
く
聞
き
、
皆
さ
ん
の

思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
審
議
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
我
々
議
員
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
で
す
。
是
非

皆
さ
ん
の
声
を
お
近
く
の
議

員
や
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
議
会
は
町
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
待
っ

て
い
ま
す
。�

（
Ａ
・
Ｍ
）

晢
時
休
憩

12
月
16
日（
木
）、
関
西
学
院
大
学

の
小
西
砂
千
夫
教
授
と
役
場
財
政
担

当
を
講
師
に
、
地
方
自
治
体
財
政
の

仕
組
み
や
町
財
政
の
現
状
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

財
政
に
つ
い
て
の
勉
強
会

12
月
20
日（
月
）
に
、
地
元
選
出

国
会
議
員
を
訪
問
し
、
亜
炭
鉱
跡
対

策
、
名
鉄
広
見
線
の
存
続
な
ど
、
町

の
重
要
施
策
に
関
す
る
要
望
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

渡辺猛之 国土交通副大臣

金子俊平 衆議院議員


